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商品名

評価結果

■ ＷEBアンケート結果

１

この価格で買いたい
と思いますか

２

この商品をターゲットにする
客層は多いと思いますか

３

USP (その商品の独⾃の売り）
がある商品だと思いますか

４

買いたくなる
ネーミングですか

５

この商品に興味が
ありますか

とてもある 少しある 普通
あまりない ない

WEBアンケート・1次審査・2次審査・最終審査を厳正に⾏った結果をご報告させていただきます。
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受賞回・年⽉

デザインコーヒー  Good Night  モカリラックス
グランプリ

苦みが少なく、すっきりとした味わいで飲みやすい

⾃社サイト、SNS、インフルエンサー活⽤と多様な広報戦略

カフェインが除去されているので、妊婦や⼦どもでも飲める
パッケージデザインがクールで⽬を引く
良質な睡眠を求める市場トレンドにマッチしている

スリーピングパウダーの効果がわかりにくい
パッケージのスリーブを外すとフレーバーがわからなくなる
コーヒー1杯分としては価格がやや⾼め

コーヒーとしての味や⾹りが物⾜りない

コーヒーが苦⼿な⼈には刺さらず、マーケットが限られる
効果が伝わりにくいので、丁寧な説明が必要と感じた
⾷品としての衛⽣管理に関する意識が低い

眠気覚ましのイメージが強いコーヒーの価値の転換がユニーク

顧客マネジメント体制や広報体制がしっかりしている

第79回（2024年9⽉）

6.1%

審査員の評価は、銀賞相当の77点からグランプリ相当の98点ま
で広く分かれましたが、グランプリ相当とした審査員が全体の
55%と半数を超え、総合では90点となって、グランプリの受賞と
なりました。

眠気覚ましに飲まれるコーヒーを安眠のための飲料として構築
し直したイメージギャップの⾯⽩さや、コーヒー飲料としての味
や⾹りの違和感の無さは、多くの審査員から⾼く評価されました。

⼀⽅で、イメージギャップを埋めるための説明が必要な商品に
も関わらずパッケージからそれが読み取れないことや、安全性に
関する認識に弱さがあることから、若⼲評価を落とすことにも繋
がりました。
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最も評価の低かった「ブランディング要因」と「素
材・安全性・その他」の83%から、最も⾼かった「外部
的要因」の91%まで8ポイントの範囲に収まっており、
バランスは⽐較的良いものの、やや⼩さめのレーダー
チャートとなりました。
⽐較的評価の⾼かった「外部的要因」については、ス
タイリッシュなパッケージデザインやキャッチーな商品
名などが、「マネジメント・PR要因」については、ク
レーム対応窓⼝など顧客マネジメント体制がしっかり構
築されていることや、インフルエンサーやSNSを活⽤し
たPR戦略が⾼く評価されました。

⼀⽅で、評価が低かった「ブランディング要因」につ
いては、ブランドとして未確⽴である上にブランドとし
ての広がりがイメージしづらいこと、「素材・安全性・
その他」については、衛⽣管理や品質管理について説明
資料に「該当しない」とあり、⾷品として最も⼤事な安
全性への意識が低いと判断されたことから、評価を落と
す結果となりました。

まずは、2015年の事業開始以来、群⾺県を拠点に防災⽤備蓄⾷品の開発・製造を中⼼として社会課題の
解決へ向けた事業を展開してこられた御社の、本賞へのチャレンジと商品開発のご苦労に敬意を表します。
グランプリの受賞、誠におめでとうございます。
近年、睡眠の改善は健康や⽣産性に直結する社会課題として重要視されてきており、⽮野総合研究所が

2023年10⽉〜12⽉に⾏った調査結果によれば、医療機器・医薬品、寝具や機能性表⽰⾷品など睡眠に関
するスリープテック市場の国内市場規模は、2023年は事業者売上⾼ベースで前年⽐175.0%の105億円にな
ると予測され、その後も右肩上がりに伸びて、2026年には175億円に達すると予測されています。

また、インテージSRI+によると、カフェインレスコーヒーの販売⾦額は、2022年10⽉からの1年間で前
年同期⽐8.2%増の46億1,000万円。19年同期⽐では1.4倍弱の伸びとなっています。この中でもレギュラー
コーヒーの販売額は18億9,100万円に達し、前年同期⽐で13.9%増、19年同期⽐で約1.7倍の伸びをみせる
など、従来の妊娠・授乳期の⼥性やカフェイン不耐症のユーザー以外にも、コーヒーを⽇常的に飲⽤して
いる層にもカフェインレスの⽀持が広がってきています。

そのような中、本製品は、カフェインレスコーヒーに、リラックス効果があるとされる GABA 、グリシ
ン、テアニンの他、沖縄県の伝統野菜「クワンソウ」を配合し、良質な睡眠を得ることを⽬指した「寝る
前に飲むコーヒー」で、そのオリジナリティやニュース性、スタイリッシュなパッケージデザインは⾼く
評価されました。

⼀⽅で、ブランドとしてまだ確⽴されていないことや、安眠とコーヒーのイメージギャップを埋めるた
めの情報がパッケージから受け取れないこと、説明資料からは衛⽣管理や品質管理についての意識が低い
と感じられることなどから、総合評価としてはやや点数が伸び悩む結果となりました。
製造⼯程に複数の企業が関与するため、マネジメントが重要になると思われますが、安全性への配慮は
何よりも重要ですので、万全を期していただくとともに、Webページに製品としての機能性や安全性を
しっかりした根拠に基づいて詳しく記載するなど、UPSが消費者に的確に届くような⼯夫も必要と考えま
す。
今回の受賞が、本製品の拡販と御社の今後の発展に少しでもお役に⽴ちますよう、祈念申し上げます。
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美味しさ分析レポート1

⾷前感の⾷レポ
【責任審査員による⾷レポです】

■ ⾷前感 講評
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⾊

透明度

明暗濃淡

形 態

⼤ ⼩

次 元

視 覚

嗅 覚

光と⾊彩

形

⽐ 喩

感覚的表現

様⼦や状態

視 覚

聴 覚

触 覚

味 覚

ローストしたこげ茶⾊
チョコレートのような⾊

不透明で光を通さない

パッケージは明るく光を反射
中⾝は光を吸収してやや暗い

10g⼊りのドリップバッグに⼊っ
た、直径1mm以下の粒状

⼿のひらに乗る⼩さなサイズ

パッケージは平⾯に近い。ドリッ
プパックは三次元に変形する

フルーツのような華やかな⾹り

パステルカラーのようにカラフル
ながら柔らかい⾹り

⾚ワインを思わせる⽢みと酸味の
ある複雑な⾹り

弦楽四重奏で演奏される静かな室
内楽のような⾹り

シルキーで柔らかい⾹り

気持ちを落ち着かせリラックスさ
せる⾹り

パッケージは、縦119mm、横100mm、最厚部5mmほどで⽩⾊の⻑⽅形プラスチック袋に、商品名や原
材料表⽰の印刷された紙製スリーブが巻かれています。窒素ガスが充填された外袋の中は、縦87mm、横
67mm、10g⼊りの紙製ドリップバッグで、カップで1杯ずつ淹れるのに適しています。

ドリップバッグの中には、通常のレギュラーコーヒーと同様に、ハイローストからシティロースト程度
に焙煎されたこげ茶⾊のコーヒー⾖を中細挽きにしたものが詰められており、その他の材料については⾁
眼では識別できませんでした。
常温では⾹りはそれほど強くありませんが、芳ばしいコーヒー⾖の⾹りの奥に、フルーツのような⽢
酸っぱい⾹りもかすかに感じられます。

ドリップバッグをコーヒーカップにセットして90度ほどのお湯でドリップすると、湯気と共に華やかな
⾹りがふわっと控えめに⽴ち上り、どのような味なのか期待を抱かせます。
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⾷中感の⾷レポ
【責任審査員による⾷レポです】

■ ⾷中感 講評
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酸味

苦味

旨味

⽢味

塩味

基本五味

広い意味での味覚

匂 い

温 度

テクスチャ―

⾳

肌感覚

静騒感

擬⾳・擬態

硬 柔

粘 性

触 性

⾷材の
物質的特性

乾いているか
湿っているか

果実感のある柔らかな酸味

全体を包み込む軽やかな苦み

ビターチョコのようなコクの余韻

軽快で優しい⽢み

塩味はほとんど感じない

ワインのように発酵感のある重層
的な味

フルーツ感のある⽢い⾹りに、柑
橘系の酸味のある⾹り

湯気が⽴つほどにしっかりとした
熱さを感じる

⾃在に形を変える柔らかさ

熱湯で抽出した後の液体

全く粘り気が無く、さらっとして
いる

さらさらとした触感

刺激が少なく静かで穏やか

弦楽四重奏の室内楽のような柔ら
かなハーモニー

まず、モカらしいフルーティーで華やかな⾹りが柔らかに感じられます。
五味の中では、果実感のある軽やかな酸味をまず感じ、続いて柔らかな⽢みと苦みが⾆を全体を覆い、

すっきりと喉を過ぎ去ります。酸味、⽢み、苦みとも突出したものではなく、全体の調和が取れて、弦楽
四重奏のシルキーな調べのようです。
後味には、ビターチョコレートのようなこくを感じ、柔らかな苦みとともに⻑く⼝に中に残りますが、

その余韻は不快ではなく、逆に⼼地よく楽しめます。
使⽤されているコーヒー⾖がデカフェ処理されているせいか、⾹りも味も普通のコーヒーに⽐べると弱

く感じられ、単体では物⾜りなさもありますが、寝る前に飲むコーヒーというコンセプトを考えると、こ
のように刺激の弱いすっきりした⾵味の⽅が適していると思われます。

良質な睡眠を得るのに効果的な成分がスリーピングパウダーとして配合されていますが、⾹りや味には
それによる不⾃然さは感じられませんでした。
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⾷後感の⾷レポ
【責任審査員による⾷レポです】

広い意味での味覚の
レーダーチャート
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五感に対する感じ⽅
レーダーチャート

基本五味の
レーダーチャート

後 味

気候・地域

⾷経験・⾷習慣

健康・⽣活様式

柔らかな⽢みと苦みが⻑く⼝の中に残るのが⼼地よい。
ビターチョコのようなコクも感じる。

冬の寒い⽇に熱いコーヒーで暖まってから眠りに落ちる。
エチオピアの⾼地で⽣まれたコーヒー⾖に思いを馳せる。

眠る前の飲料ということでは、⼦どもの頃のホットミルク、⻑
じてはブランデーを垂らしたアイリッシュコーヒーを思い出さ
せる。

リラックスした気分で、⼗分な睡眠を摂ることができそう。

五味 評点

酸味 2

苦味 4

うま味 2

⽢味 1

塩味 1

広義の味 評点

優しい味 3

コク味 2

えぐ味 1

奥深い味 2

懐かしい味 3

五感 評点

視覚 3

聴覚 2

触覚 2

味覚 4

嗅覚 4
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1. 内部的要因（味・五感・ニュース性等）

2. 外部的要因（ネーミング・パッケージ等）

3. 市場要因（ターゲット・トレンド等）

4. マネジメント・PR要因（広報・広告等）

5. ブランディング要因

6. 素材・安全性・その他

寝る前に飲むと眠れなくなったり、利尿効果があるのでトイレが近くなるというイメージの強いコーヒー
を、逆に安眠のために飲むというギャップが⾯⽩く、デカフェのコーヒー⾖以外に、GABAやグリシン、テ
アニンのほか、まだあまり知られていないクワンソウを使⽤している点が新しく、ニュース性もあります。

コーヒーの⾹りや味、コクとしては、やや弱めに感じられるので物⾜りなさもありますが、それでもコー
ヒーの⾵味は⼗分に楽しむことができ、すっきりした⾵味は寝る前に飲むコーヒーとしてふさわしいと思い
ます。

社会的ニーズを⾒つけ出し、誰もが公平に暮らせるための「事業の創造と構築」そのものを事業⽬的とし、
現在は⾷品領域を中⼼に他社とも協業しながら多⽅⾯に事業を展開されていますが、まだ確固とした柱が確
⽴できていないように感じられます。

顧客マネジメントはしっかり⾏われているようですが、本製品のように複数の事業者が製造に関わる場合
の製造マネジメントには少々不安を感じます。
製品情報のWebサイトをしっかりと⽤意し、インフルエンサーやSNSを活⽤した広報マネジメントについ

ては好感が持てます。

近年、安眠の確保は社会的課題として認識されており、スリープテック市場は右肩上がりに成⻑していま
す。また、カフェインレスコーヒーについても、⼤⼿コーヒーチェーンのメニューに採⽤されたことを契機
に、妊娠・授乳期の⼥性やカフェイン不耐症のユーザー以外にも広がりを⾒せ、認知度が上昇しています。
本製品は、こうしたマーケットの状況に合致したものですが、コーヒーは眠気覚ましに飲まれることが多

いため、そのイメージギャップを埋めるための⼗分な説明が、市場に広く受け⼊れられるためには必要にな
ると考えられます。

商品名は、「デザインコーヒー」よりも「寝る前に飲むコーヒー」の⽅が消費者に伝わりやすいと思いま
すが、パッケージデザインでは「デザインコーヒー」の⽅が⼩さく表⽰されていて、結果的にはキャッチー
でわかりやすくなっています。パッケージは未完成のようですが、⿊を基調として、⽩い⽂字に⽩いコー
ヒーカップが配されたデザインはスタイリッシュで好感が持てます。
中⾝は⼀般的なコーヒーと同様に10g⼊りのドリップバッグに仕⽴てられていて、1杯ずつ淹れるのに便利

ですが、淹れるための⼀⼿間が必要なため、眠る前にその余裕がある⼈に限られる弱点はあります。

会社設⽴から5年⽬のまだ若い企業で、展⽰会等に積極的に出展するなど精⼒的に活動されていますが、ブラ
ンドとしてはまだ確⽴できておらず、全国的な知名度は低いと⾔わざるを得ません。

また、本製品については、覚醒効果があるという⼀般的なコーヒーのイメージを逆転させる商品特性に加
えて、クワンソウなどまだ⼀般にはよく知られていない素材の使⽤もあり、効能や素材などをより丁寧に消
費者に説明する必要があることから、効果的なマーケティング戦略が必要と考えられます。

スリーピングパウダーに使われている各成分について1杯当たりの使⽤量が不明であり、⼀般消費者に馴染
みの薄いものも多いので、それぞれの効能や組み合わせた場合の安全性についての情報が無いと、摂取する
のが不安に感じられます。

また、販売者と製造者が異なるせいもあると思いますが、説明資料で衛⽣管理や品質管理について「該当
しない」とあるのは、⾷品を販売する者の姿勢として意識が低いと思われ、農産物も原料に含まれています
ので、農薬検査等必要な検査はしっかりと⾏う必要があると考えます。
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